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南魚沼市監査委員告示第 ５ 号 

 

 

 

監 査 結 果 の 公 表 

 

 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第７項の規定に基づく監査を実

施したので、同条第９項の規定により監査の結果に関する報告を別紙のとおり公表す

る。 

 

 

 

平成２６年１１月２６日 

 

 

 

                 南魚沼市監査委員   河 野 和 男  

 

 

                 南魚沼市監査委員   中 澤 一 博  
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南 魚 監 第 ７９号 

平成２６年１１月２６日 

 

南 魚 沼 市 長  井 口 一 郎 様 

南 魚 沼 市 議 会 議 長  関   常 幸 様  

南魚沼市教育委員会委員長  角 谷 正 雄 様 

南魚沼市監査委員 河 野 和 男 

  南魚沼市監査委員 中 澤 一 博        

 

 

財政援助団体等の監査の結果に関する報告について（提出） 

 

地方自治法第１９９条第７項の規定に基づき、財政援助団体等に対する監査を実施したの

で、同条第９項の規定により監査の結果を報告する。 

 

記 

 

１ 監査の対象 

 平成２５年度において、南魚沼市が補助金を交付した団体（財政援助団体）、及び公の 

施設の管理を行わせている団体（指定管理者）。 

２ 監査の実施期間及び実施団体 

 平成２６年１０月７日から平成２６年１０月１７日まで 

実  施  日 実   施   団   体 

平成２６年１０月 ７日 六日町商工会          （一社）南魚沼市観光協会 

     １０月 ９日 （社福）南魚沼市社会福祉協議会 （一財）しゃくなげ湖畔開発公社 

     １０月１５日 南魚沼グルメマラソン実行委員会  たんぽぽハウス 

     １０月１７日 （公財）南魚沼市文化スポーツ振興公社  

（公社）南魚沼シルバー人材センター 

３ 監査の方法 

 監査の実施にあたっては、現地に赴き、各団体から提出された資料、及び提示のあった関

係帳簿・関係書類を調査するとともに、特に、以下の点を中心に関係職員からの説明を聴取

するなどの方法で実施した。また、指定管理者が管理する施設（以下「指定管理施設」とい

う。）については、当該施設の現地調査を実施した。 

（１）交付された補助金が交付目的どおりの効果を発揮しているか 

（２）指定管理者制度が有効に機能しているか 

４ 監査の結果 

 交付された補助金等に係る出納その他の事務は、概ね適正に処理され、その目的どおり 

の効果があるものと認められた。 

 指定管理施設の管理・運営についても概ね適正に行われているものと認められた。 

 各団体に係る監査の結果は、以下のとおりである。 
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○六日町商工会 

１ 補助金の交付状況（平成２５年度） 

（１）商工業振興事業補助金（経営改善指導員設置及び指導事業） ４，３４８，０００円 

（２）自主的出店者支援事業補助金                 ３００，０００円 

（３）県産材ベンチワークショップ実施事業補助金          １２０，０００円 

（４）兼続公まつり・雪まつり商店街タイアップイベント事業補助金   ８０，０００円 

 

２ 団体の概要（平成２６年４月１日現在） 

会員：７４３（組織率 ５０．２％） 

役員：理事２９名 監事２名 

総代：１０６名 

組織：４支部、８部会、７委員会、事務局（職員９名） 

 

３ 監査の結果 

（１）平成２５年度決算額 

（単位：千円） 

収     入 支     出 

県 補 助 金 ３３，０１２ 経改事業指導職員設置費 ３８，３０７ 

市 補 助 金 ４，７６８ 経営改善普及・指導事業費 ２，８８７ 

会 費 ・ 手 数 料 ４９，４９９ 地 域 総 合 振 興 事 業 費 １２，８３８ 

そ の 他 ２，５５２ そ の 他 ３４，０６９ 

  次 期 繰 越 額 １，７３０ 

合 計 ８９，８３１ 合 計 ８９，８３１ 

  

（２）監査委員の所感 

 地区商工業者のうち、商工会員は７４３事業者、組織率は５０．２％で、地区外の事業者

が多いためか組織率は低い。商工会事業の柱は、①税務相談、②資金繰り対策、③労働保険

関係とのことであるが、なかなか加入することのメリットを伝えきれていないようである。

とりわけ、「経営指導」の充実が求められている。商工会は、商工業者が抱えている問題や

現場の声を、行政に伝え、連携して、現場に即した政策を創っていくことが求められている

のではないかと、強く感じたところである。 

  

 

○一般社団法人 南魚沼市観光協会 

１ 補助金等の交付状況（平成２５年度） 

（１）南魚沼市観光協会運営費補助金             １２，８２０，０００円 

（２）小野塚彩那選手ソチ五輪銅メダル獲得周知事業補助金      ３００，０００円 

（３）棟方志功アートステーション指定管理委託料          ５００,０００円 
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２ 団体の概要 

（１）設立年月日 平成２５年８月２６日 

（２）目的  

  観光経済のまち、南魚沼市における観光事業の健全な発展を図り、もって地域経済及び

地域文化の発展並びに公共の福祉に寄与すること（定款から）。 

（３）役員 理事２８名 監事２名 

 

３ 監査の結果 

（１）平成２５年度決算額 

１）一般会計 

（単位：千円） 

収     入 支     出 

会 費 １，８５０ 人 件 費 １７，３２４ 

負 担 金 ６，０８９ 総 務 費 ５，７１８ 

市 補 助 金 １２，８２０ 事 業 費 ２８，８２２ 

市 委 託 料 ２７，０００ 次 期 繰 越 額 ４，４０９ 

そ の 他 ８，５１４   

合 計 ５６，２７３ 合 計 ５６，２７３ 

 

２）棟方志功アートステーション 

ア）決算額 

（単位：千円） 

収     入 支     出 

委 託 料 ５００ 運 営 費 ７５７ 

利 用 料 ５４３ 委 託 費 １７６ 

そ の 他 ３３５ そ の 他 １５４ 

  次 期 繰 越 額 ２９１ 

合 計 １，３７８ 合 計 １，３７８ 

 

イ）入館者数 

（単位：日、人） 

区 分 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

開 館 日 数 ３４０ ３０３ ３３３ 

総 入 館 者 １，７２０ １，２８０ １，２１３ 

内 

訳 

一 般 １，４３１ ９８２ ９７０ 

小中高・団・割 １６１ １８ ２３ 

そ の 他 １２８ ２８０ ２２０ 
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（２）監査委員の所感 

 平成２５年８月に一般社団法人として法人化を行い、名実ともに市の観光協会として、体

制の充実・強化を図っている。事業の成功か失敗かを判断するためには、数値がどう変化し

たのかが分からなければいけないとのことから、現在は、観光の基礎数値の把握、ベンチマ

ークの設定に全力を挙げているとのことである。「根拠に基づいた政策を」ともいえる試みで

成果が期待される。また、市の観光産業の積極的推進を図り、地域経済の発展に貢献してい

ただきたい。 

 棟方志功アートステーションについては、利用者数が減少傾向にある。イベントを考え、

集客に努めていくとのことであるが、なお一層の努力を望むものである。 

 

○社会福祉法人 南魚沼市社会福祉協議会 

１ 補助金等の交付状況（平成２５年度） 

（１）南魚沼市社会福祉協議会運営費補助金          ３９，０００，０００円 

（２）地域福祉振興事業補助金                 ２，８８８，０００円 

（３）指定管理委託料 

 １）南魚沼市福祉センター                  ６，５６８，８００円 

 ２）大和老人福祉センター                  ７，２３３，１７２円 

 ３）塩沢老人福祉センター                  １，０４４，０８６円 

 

２ 団体の概要 

（１）設 立 平成１６年７月１３日 

（２）役 員 理事１６名 監事２名 評議委員３３名 

（３）職員数 ７２名 

（４）機 構 本所 支所２個所 訪問介護事業所 居宅介護支援事業所 

 

３ 監査の結果 

（１）平成２５年度決算額 

１）指定管理施設 

（単位：千円） 

区 分 
南 魚 沼 市 

福祉センター 

大 和 老 人 

福祉センター 

塩 沢 老 人 

福祉センター 

収 

入 

委 託 料 ６，５６８ ７，２３３ １，０４４ 

利 用 料 ５，２４１ １，５５２  

そ の 他 ８３８ ２５８ ６０５ 

小 計 １２，６４７ ９，０４３ １，６４９ 

支 

出 

事 務 費 ４，２０２ ４，０９６ ４２６ 

事 業 費 ８，２９２ ４，８７５ １，３０１ 

小 計 １２，４９４ ８，９７１ １，７２７ 

収 支 差 額 １５３ ７２ △７８ 
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２）一般会計資金収支決算額（経理区分別） 

（単位：千円） 

区 分 
法人運営

事 業 

福祉援護

事 業 

共同募金

配分事業 

市 受 託 

事 業 

居宅介護

等 事 業 
そ の 他 

収 

 

 

入 

会 費 8,728      

市 補 助 金 39,000  2,888    

共 同 募 金   10,960    

介 護 保 険     128,391  

自 立 支 援 費     20,140  

受 託 金    2,234 53,692 882 

そ の 他 4,737 871 3,354  229 504 

小 計 52,465 871 17,202 2,234 202,452 1,386 

支 

 

 

出 

人 件 費 47,750  1,029  219,453  

事 務 費 8,366  52  4,164 70 

事 業 費 1,162 851 10,680 2,192 8,717 1,342 

助 成 金   4,465    

そ の 他 858      

小 計 58,136 851 16,226 2,192 232,334 1,412 

経常活動収支差額 △5,671 20 976 42 △29,882 △26 

施設整備収支差額 0 0 △2 0 △410 0 

財務活動収支差額 551 0 0 0 9,521 0 

当期資金収支差額 △5,120 20 974 42 △20,771 △26 

 

（２）監査委員の所感 

 南魚沼市社会福祉協議会の事業は、大きく地域福祉に関する事業と介護保険事業の二つに

分けられる。前者の地域福祉に関する事業は、市からの補助金や共同募金の配分金等を財源

に、こんなところにまでするのかと思わず感心するほど、きめ細かく福祉事業を展開してい

る。「公助・共助・自助」といわれるが、共助の分野は今後も重要性が高まるばかりである。

効率ということにも配慮しながら、地域福祉力の推進に努力を願いたい。 

 一方、介護保険事業の分野は、民間事業者と同一の条件で競争せざるを得ず、民間事業者

の整備の進捗度に反比例するかのように、収益は悪化している。財政健全化に取組み中との

ことである。成果を期待したい。 

 

 

○一般財団法人 しゃくなげ湖畔開発公社 

１ 補助金等の交付状況（平成２５年度） 

（１）しゃくなげ観光センター運営費（人件費）補助金     ４，６３９，０００円 

（２）しゃくなげ観光センター指定管理委託料         ３，２１０，０００円 
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２ 団体の概要 

（１）設立 平成２５年４月１日に財団法人から一般財団法人に移行 

（２）目的 

  三国川ダム湖（通称しゃくなげ湖）、及び越後三山只見国定公園を中心とした三国川ダム

周辺の恵まれた自然環境と山岳観光資源を有効活用し、特産品の開発、２１世紀の余暇活

動にふさわしい観光レクリェーション事業の振興を行い、もって活力ある地域づくり及び

公共の福祉の増進に寄与する（定款から）。 

（３）役員 理事７名 監事２名 評議委員７名 

（４）指定管理対象施設 

 しゃくなげ観光センター、十字峡登山センター、ボートパーク管理所、しゃくなげ湖オー

トキャンプ場、わらびの運動公園グラウンド、同オートキャンプ場、同バンガロー 

 

３ 監査の結果 

（１）決算額（正味財産増減額） 

（単位：千円） 

科   目 平成２５年度 平成２４年度 増   減 

１経 常 収 益    

指定管理委託料 ３，２１０ ３，２１０ ０ 

市 補 助 金 ４，６３９ ４，６３９ ０ 

市 委 託 料 ３，５４６ ３，５４６ ０ 

事 業 収 益 ５，７８３ ６，７０４ △９２１ 

そ の 他 １２０ ４３１ △３１１ 

小 計 １７，２９８ １８，５３０ △１，２３２ 

２経 常 費 用    

事 業 費 １６，９２７ １９，７４５ △２，８１８ 

管 理 費 ２，３７４ ２，８４４ △４７０ 

小 計 １９，３０１ ２２，５８９ △３，２８８ 

３収 支 差 額 △２，００３ △４，０５９ ２，０５６ 

 

（２）監査委員の所感 

 当該公社は、三国川多目的ダムが完成したことを機に、平成２年、観光開発による地域の

活性化を目的に、当時の六日町が３，０００万円、地元住民が２，０００万円を拠出し、第

三セクターとして設立したものである。 

平成８年には約１５万人の来場者のピークを記録したが、その後は、豪雪による周遊道路

の開通の遅れ、平成２３年新潟福島豪雨による災害復旧の遅れ等の要因もあり、収支は悪化

傾向が続いている。 

 確かに、相次ぐ災害や冬季観光資源がない等取り巻く環境は非常に厳しいものがある。し

かしながら、「地域連携・地域密着」により、新たなビジネスモデルを構築し、危機感をもっ

て、所期の目的を達成するよう望むものである。 
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○南魚沼グルメマラソン実行委員会 

１ 補助金の交付状況（平成２５年度） 

（１）南魚沼グルメマラソン大会補助金             ３，８００，０００円 

 

２ 事業の概要 

（１）概要 

 平成２５年度は第４回目の開催となる。レースプロデュースは、医師＆シンガーソングラ

イター＆アスリートの福田六花氏。市内各団体で実行委員会を組織し、ハーフ及び１/８を行

う。コースは、八色の森公園をスタート・ゴールに、八海山や魚野川を望む田園地帯で、平

坦で走りやすい。ゴール後は八色の森公園内の特設テント村で南魚沼産コシヒカリ等の地域

グルメを提供する。 

（２）参加者の推移 

（単位：人） 

区 分 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

ハーフ １，９０５ ３，２３５ ３，５１１ 

１/８ ４９９ ５９５ ９４０ 

合 計 ２，４０４ ３，８３０ ４，４５１ 

 

３ 監査の結果 

（１）平成２５年度決算額 

（単位：千円） 

収     入 支     出 

市 補 助 金 ３，８００ 広 告 宣 伝 費 １，０１２ 

参 加 費 １６，８５９ 一 般 事 業 費 ４，９２２ 

協 賛 金 ２，８３５ ステージイベント費 ９７３ 

出 店 料 ３４０ 選 手 費 用 １１，１１３ 

そ の 他 ４２６ 会 場 設 営 費 ５，２６９ 

  そ の 他 ４６１ 

  繰 越 金 ５１０ 

合 計 ２４，２６０ 合 計 ２４，２６０ 

 

（２）監査の結果 

 年々参加者も増え、市のイベントとして知名度も上がっている。今後も大きく育てていた

だきたい。地域資源の積極的活用により地域循環を高めて、地域の活性化に貢献することを

望むものである。なお、以下のことを検討いただきたい。一つは、恒久的なイベントにして

いくために実行委員会組織の体制整備を進めることである。規約の整備、事務局体制の確立

等が望まれる。二つは、経済効果の計算を行い、経済的メリットを明確にしておくことであ

る。 
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○たんぽぽハウス 

１ 補助金の交付状況（平成２５年度） 

（１）一時預かり事業（保育所型）補助金            ５，９９０，０００円 

（２）休日保育事業補助金                   ２，０２６，５００円 

（３）認可外保育施設運営費補助金                 １００，０００円 

 

２ 団体の概要 

（１）開設年月日 平成１４年３月１日 

（２）保育時間  平日、土曜日、日曜祝祭日とも午前７時から午後９時 

（３）入所児童（平成２５年４月１日現在） 

（単位：人） 

 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳以上 合 計 

総 数 １ １ ７ ７ ８ ４ ２８ 

 なお、平成２５年度の入所児童実績は４１９人である。 

（４）保育料金 

 月極コース （未就学児）３０，０００円  （小学生）２０，０００円 

 １５日コース      ２３，０００円 

 １０日コース      １８，０００円 

（５）職員の状況  ９人（うち有資格保育士３人） 

（６）施設の状況 保育室（５室）１２７．８㎡、調理室（１室）１０．２㎡、便所（１室） 

（７）その他 当該施設は、児童福祉法第３５条第１項第４号の認可を受けていない施設と

して、同法第５９条の２第１項の規定に基づき新潟県に設置届出を行った施設である。 

 

３ 監査の結果 

（１）平成２５年度決算額 

（単位：千円） 

収     入 支     出 

市 補 助 金 ８，１１６ 事 業 費 ３，７６１ 

保 育 料 １１，２６５ 人 件 費 １０，９０９ 

そ の 他 ７７ 管 理 費 ４，７８８ 

合 計 １９，４５８ 合 計 １９，４５８ 

 

（２）監査委員の所感 

 当該施設は、代表者である遠山氏個人の、強い思いで運営されている施設である。サービ

ス内容は、夜間保育が主なものかと考えていたが、意外にも、保育時間は朝７時から夕方７

時までと、市立保育園と遜色がなかった。祝祭日にも保育するということが、近年の保護者

の就業形態からくる保育ニーズにあっているようである。 

 近々に、社会福祉法人化と認可施設の建設が計画されているようである。しっかりとした

検討を望むものである。 
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○公益財団法人 南魚沼市文化スポーツ振興公社 

１ 補助金等の交付状況（平成２５年度） 

（１）南魚沼市民会館管理運営費補助金（人件費分）      ２１，２５５，０００円 

（２）南魚沼市文化スポーツ振興公社補助金（図書館分）    １２，１２０，０００円 

（３）鈴木牧之記念館管理運営費補助金（人件費分）       ７，６８４，０００円 

（４）トミオカホワイト美術館管理運営費補助金（人件費分）   ５，４４９，０００円 

（５）南魚スポーツパラダイス運営事業補助金          ６，０６７，５９１円 

（６）南魚沼市文化スポーツ振興公社補助金（ディスポート人件費分） 

４０，１４３,０００円 

（７）南魚沼文化スポーツ振興公社補助金（サンスポーツランド人件費分） 

６０２，９７８円 

（８）指定管理委託料 

 （単位：円） 

施  設  名 平成２５年度委託料 平成２５年度利用料金 

南 魚 沼 市 民 会 館 ２２，５３３，０００ ２１，１４９，１６０ 

南 魚 沼 市 図 書 館 ９７０，０００  

南魚沼市トミオカホワイト美術館 ４，８７８，０００ ２，０５５，４２５ 

鈴 木 牧 之 記 念 館 ３，１００，０００ ３，５９８，４６０ 

南魚沼市大和Ｂ＆Ｇ海洋センター ７９３，０００ ２７１，３００ 

中 之 島 農 村 広 場 １９０，０００ ６８，９００ 

五 日 町 雪 国 ス ポ ー ツ 館 ７８０，０００ ９２０，２５０ 

欠 之 上 ク ロ ス カ ン ト リ ー ハ ウ ス ２，８００，０００ １，１３５，３５０ 

小 栗 山 サ ン ス ポ ー ツ ラ ン ド ２，３００，０００ ３９０，３１０ 

塩 沢 勤 労 者 体 育 セ ン タ ー ９００，０００ ７０７，８００ 

二 日 町 体 育 館 ９８０，０００ ８４２，２５０ 

南 魚 沼 市 屋 外 体 育 施 設 １１，１１１，０００ ７，１０６，２４０ 

南魚沼市スポーツコミュニティセンター １４，４０８，０００ ２２，６３２，８１０ 

（注）南魚沼市屋外体育施設には、大原運動公園を含む。同施設は平成２６年度から別の団

体の指定管理となった。 

 

２ 団体の概要 

（１）設立年月日 昭和６３年３月１日 

（２）基本財産  ６，０００万円 

（３）役員    理事７名 監事２名 評議員７名 

（４）職員    １２名 

（５）沿革  

 六日町文化会館建設を機に公共施設の管理運営を行うことを目的に「財団法人六日町文化

事業振興公社」として設立。平成９年４月、名称を「財団法人六日町文化スポーツ振興公社」

に変更し、六日町スポーツコミュニティセンター他体育施設も管理運営を行うこととなる。 
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 平成１８年３月、「財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社」に名称変更し、同年４月財団

法人塩沢町文化スポーツ事業振興公社と合併、南魚沼市内の文化、スポーツ施設の指定管理

者となる。平成２４年４月１日、公益財団法人に移行。 

 平成２６年４月から５年間、１（８）の施設の内「大原運動公園」を除いて、引き続き指

定管理者となる。 

 

３ 監査の結果 

（１）平成２５年度決算額（正味財産増減計算書） 

（単位：千円） 

科   目 平成２５年度 平成２４年度 増   減 

１経 常 収 益    

会 費 １０，１６０ ９，６９９ ４６１ 

利 用 料 金 ６０，８７８ ６４，３０３ △３，４２５ 

指 定 管 理 委 託 料 ６５，７４３ ６９，０７９ △３，３３６ 

市 補 助 金 ９３，３２１ ９３，５６５ △２４４ 

市 委 託 料 ７，９４４ ７，８８５ ５９ 

そ の 他 ２９，８５９ ２１，３７４ ８，４８５ 

小 計 ２６７，９０５ ２６５，９０５ ２，０００ 

２経 常 費 用    

事 業 管 理 費 ８５，４８９ ８３，６５５ １，８３４ 

う ち 人 件 費 ８５，３２３ ８３，４８７ １，８３６ 

南 魚 沼 市 民 会 館 ４４，５４０ ４１，８２７ ２，７１３ 

鈴 木 牧 之 記 念 館 ９，００６ ９，０２７ △２１ 

トミオカホワイト美術館 １２，５６１ １３，４２１ △８６０ 

南 魚 沼 市 図 書 館 ８７６ １，０１１ △１３５ 

南魚沼市スポーツコミュ

ニ テ ィ セ ン タ ー 
３９，５７３ ４０，５７２ △９９９ 

二 日 町 体 育 館 １，５８１ １，６７３ △９２ 

クロスカントリーハウス ３，９９０ ４，４０９ △４１９ 

サンスポーツランド ３，２０５ ３，８１３ △６０８ 

雪 国 ス ポ ー ツ 館 １，４０７ １，５０５ △９８ 

南魚沼市屋外体育施設 １５，７０２ １８，８５５ △３，１５３ 

塩沢勤労者体育センター １，４９５ １，１９７ ２９８ 

南魚沼市大和Ｂ＆Ｇ海洋

セ ン タ ー 
３４１ ９５８ △６１７ 

管 理 費 ３，６８７ ３，６７５ １２ 

そ の 他 ４４，６９６ ４０，５４９ ４，１４７ 

小 計 ２６８，１４９ ２６６，１４７ ２，００２ 

当 期 経 常 増 減 額 △２４４ △２４２ △２ 
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（２）監査委員の所感 

 当該公社の平成２５年度の指定管理に係る施設の利用者総数は、４２万２，９７０人と、

多くの方が利用している。また、平成２６年度からは大原運動公園関連施設を除き、市の大

半の文化、スポーツ施設の指定管理者となっている。 

 指定管理者制度が管理委託制度と異なるところは、多様化する市民ニーズに、より効果的、

効率的に対応するため、民間のノウハウを活用しながら、市民サービスの向上と経費の節減

を図るところにあるとされている。今後も、市民の声に真摯に耳を傾け、ノウハウの蓄積に

努め、一層の市民サービスの向上を図るよう望むものである。 

 

 

○公益社団法人 南魚沼シルバー人材センター 

１ 補助金の交付状況（平成２５年度） 

（１）南魚沼シルバー人材センター運営費補助金        １０，１２３，０００円 

（２）ふれ愛支援センター指定管理委託料             ７,１９９，２１５円 

 

２ 団体の概要 

（１）設立 昭和６２年４月２日 

（２）会員数 ８５３人 

（３）役員 理事１６名 監事２名 

（４）事業実績 

項   目 平成２５年度 平成２４年度 増 減 

受 託 件 数（件） ７，１２７ ７，１９９ △７２ 

就業延人員（人） ７９，９９４ ７９，２３４ ７６０ 

就 業 率（％） ９３．４ ９３．７ △０．３ 

契 約 金 額（万円） ３４，７４１ ３４，４４８ ２９３ 

 

３ 監査の結果 

（１）平成２５年度決算額 

１）正味財産増減計算書               （単位：千円） 

科  目 平成２５年度 平成２４年度 増  減 

１経 常 収 益    

市指定管理委託料 ７，１９９ ７，４６３ △２６４ 

市 補 助 金 １０，１２３ １０，１６０ △３７ 

連 合 交 付 金 １２，０５０ １２，０５０ ０ 

配 分 金 ３０４，０３４ ３０２，０６８ １，９６６ 

材 料 費 １１，０２３ １０，１２８ ８９５ 

事 務 費 ２１，８１８ ２１，７１４ １０４ 

そ の 他 ９，２４７ ８，２８６ ９６１ 

小 計 ３７５，４９４ ３７１，８６９ ３，６２５ 
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科  目 平成２５年度 平成２４年度 増  減 

２経 常 費 用    

事 業 費 ３７１，５９１ ３６７，５６５ ４，０２６ 

 うち支払配分金 ３０５，６７８ ３０４，１６９ １，５０９ 

 うち材 料 費 等 １０，５７０ ９，４７１ １，０９９ 

 うち人 件 費 ２９，８８５ ２９，１７２ ７１３ 

管 理 費 １，９０１ １，９３１ △３０ 

 うち人 件 費 １，１８７ １，１６８ １９ 

小 計 ３７３，４９２ ３６９，４９６ ３，９９６ 

当 期 経 常 増 減 額 ２，００２ ２，３７３ △３７１ 

当期経常外増減額 ０ ０ ０ 

当 期 増 減 額 ２，００２ ２，３７３ △３７１ 

 

２）南魚沼市ふれ愛支援センター           （単位：千円） 

区  分 平成２５年度 平成２４年度 増  減 

収 

入 

利 用 料 ２，８３３ ２，４７１ ３６２ 

委 託 料 ７，１９９ ７，４６３ △２６４ 

そ の 他 １，１５０ １，１５３ △３ 

計 １１，１８２ １１，０８７ ９５ 

支 

出 

人 件 費 １，６４４ ２，１００ △４５６ 

光 熱 水 費 ５，１９３ ５，０８３ １１０ 

委 託 料 ２，７８４ ２，４３６ ３４８ 

そ の 他 ９５９ ９８１ △２２ 

計 １０，５８０ １０，６００ △２０ 

収 支 差 額 ６０２ ４８７ １１５ 

 

（２）監査委員の所感 

 定年の延長等により新規加入が減少し、会員数の減少とともに高齢化が進んでいる。また、

会員のニーズも多様化し、「健康維持増進」や「生きがい」とともに「経済的理由」による入

会も増えている。いつまでも「いきいき」と活動するためには、社会と関わり続けることが

非常に重要である。就労という面から、高齢者と地域を結びつける面で当該団体の役割には

大きなものがある。「臨時的・短期的・軽易」を基本に、高齢者の就業機会の確保に取組んで

いくことを望むものである。 

 ふれ愛支援センターは、立地条件もよく、手軽な施設として多くの方が利用している。平

成２５年度の利用者は、３万６，８８４人（前年度比１，５３８人増）と、年々増加してい

る。今後も、効率的な管理と有効利用に努めていただきたい。 


